
【参加者の傾向】

・参加者の属性は、社会福祉協議会からの参加者
 が最も多い。
 →地域福祉の推進の担い手である社協の参加者
 が多いことから
 「ひきこもりは地域全体の課題である」という
 共通認識がうかがえる。

・その他、ひきこもり地域支援センター、
自立相談支援窓口からの参加がある。

・行政では、児童福祉、教育、障害福祉、高齢福祉、
 就労分野からの参加があるがまだ少数である。
 今後は、横断的な連携のために各分野の自治体
 担当者の参加、8050問題等の高齢者福祉
 分野からの参加が期待される。
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研修項目 開催日時

基礎編

〇ひきこもり支援に携わる上での
基本的事項と理念

〇家族・本人支援への基本的理解
2022年7月16日（土）

実践編

➀ 家族支援 2022年7月17日（日）

➁ 本人支援 2022年7月18日（月・祝）

➂ 地域づくり 2022年7月23日（土）

④ 多様な状況における支援 2022年７月24日（日）

2022年度

は7月16日

開始
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本人も家族も支援者も地域の人も、いろんな悩みはあるけれど・・・・

「みんな、ひとりじゃ生きて
いけんもの」
本人も家族も支援者も地域の人も

「みんなピアでえいやんか」

自分はここに居ていいんだな、
生きててもいいんだなと、
一緒に居てそう感じられる
出会い、交流の場を創ります

自分の経験が、もしかしたら
誰かの希望になったり、
「生きててもいいのかな」と
思えるきっかけになるかもしれない
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＜高知県内、北海道、大分、10以上の団体が協働し、多職種連携で行います＞

ピアサポ・フェスティバルin 高知 （2022年８月６日&７日）
「えいやんか みんなピアで えいやんか」
～居場人(いばじん）と出会おう～

動画視聴
OK


